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  (百万円未満切捨て)
 

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 12,462 6.0 957 31.6 890 72.1 738 66.8
25年3月期 11,753 1.7 727 4.9 517 △9.0 443 △27.0

 

(注) 包括利益 26年3月期 1,189 百万円( 41.6％)   25年3月期 840 百万円( 36.2％)
 

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％

26年3月期 27.55 ― 4.2 3.4 7.7
25年3月期 16.52 ― 2.6 2.0 6.2

 

(参考) 持分法投資損益 26年3月期 ―百万円 25年3月期 ―百万円
 

（２）連結財政状態  
 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
  百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 26,613 18,100 68.0 675.25
25年3月期 26,193 17,357 66.3 647.12

 

(参考) 自己資本 26年3月期 18,100百万円 25年3月期 17,357百万円
 

（３）連結キャッシュ・フローの状況  
 

  
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 
  百万円 百万円 百万円 百万円

26年3月期 2,373 △464 △899 3,338

25年3月期 1,364 △424 △803 2,269
 

  
年間配当金 配当金総額

(合計) 
配当性向 
(連結) 

純資産 
配当率 
(連結) 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

25年3月期 ― 2.00 ― 4.00 6.00 160 36.3 0.9

26年3月期 ― 4.00 ― 4.00 8.00 214 29.0 1.2

27年3月期(予想) ― 4.00 ― 4.00 8.00   35.7  
 

  (％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 6,200 1.3 330 △27.4 320 △32.9 200 △47.6 7.46

通 期 12,800 2.7 950 △0.8 940 5.5 600 △18.8 22.38
 



※ 注記事項  

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示  

（注）詳細は、添付資料P.14「（５）連結財務諸表に関する注記事項 （連結財務諸表作成のための基本となる重要

な事項） ４ 会計処理基準に関する事項 （２）重要な減価償却資産の減価償却の方法」をご覧ください。 
  

（３）発行済株式数（普通株式）  

  

(参考) 個別業績の概要 

１．平成26年3月期の個別業績（平成25年4月1日～平成26年3月31日）  

 

   

  

（２）個別財政状態  

 

  

２．平成27年3月期の個別業績予想（平成26年4月1日～平成27年3月31日）  

 

  

※ 監査手続の実施状況に関する表示 

・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品

取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了していません。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

  

 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無 

  新規 ―社 (          )、除外 ―社 (          ) 
 

 ① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有 

 ② ①以外の会計方針の変更 ： 有 

 ③ 会計上の見積りの変更 ： 有 

 ④ 修正再表示 ： 無 
 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年3月期 29,835,758 株 25年3月期 29,835,758 株 

② 期末自己株式数 26年3月期 3,030,359 株 25年3月期 3,013,159 株 

③ 期中平均株式数 26年3月期 26,817,637 株 25年3月期 26,824,680 株 
 

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期 11,117 6.4 608 221.4 874 84.4 831 71.7
25年3月期 10,450 △0.1 189 △4.1 474 39.5 484 △6.6

 

  １株当たり当期純利益 
潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益
  円 銭 円 銭

26年3月期 31.00 ―

25年3月期 18.05 ―
 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 
  百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期 25,126 17,207 68.5 641.93

25年3月期 24,817 16,281 65.6 606.99
 

(参考) 自己資本 26年3月期 17,207百万円 25年3月期 16,281百万円
 

  (％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)
 

  売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益
  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 5,600 0.8 320 △46.3 260 △53.6 9.70

通 期 11,700 5.2 740 △15.3 540 △35.0 20.15
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１．経営成績・財政状態に関する分析 

（１）経営成績に関する分析 

当連結会計年度のわが国経済は、輸出が緩やかに持ち直し、企業収益に改善が見られるものの、

海外景気の下振れ懸念もあり、先行き不透明な状況で推移しました。 

当社グループの主要取引先であります紙パルプ業界におきましては、原材料価格が上昇するな

ど、依然として厳しい状況が継続しております。 

このような状況の中、当社グループの連結売上高は12,462百万円（前期比6.0％増）となりまし

た。損益の状況につきましては、売上高の増加に加えコスト削減対策等により、連結営業利益は

957百万円（前期比31.6％増）、連結経常利益は890百万円（前期比72.1％増）となりました。ま

た、当期純利益につきましては特別損益の良化により738百万円（前期比66.8％増）となりまし

た。 

  

セグメントの業績は次のとおりです。 

＜抄紙用具関連事業＞ 

（日本） 

内需につきましては、厳しい市場環境が続く中、抄紙用フエルトの販売数量は横ばいで推移

いたしましたが、懸命な受注活動が奏功し、抄紙用ベルトの販売数量は増加いたしました。輸

出につきましては、市場競争の激化により、抄紙用フエルト及び抄紙用ベルトともに販売数量

は減少を余儀なくされました。この結果、売上高は8,512百万円（前期比3.7％増）となりまし

た。 

（北米） 

抄紙用フエルトの販売数量は横ばいで推移いたしましたが、抄紙用ベルトの販売数量が増加

したことに加え、ドル高の影響により、売上高は1,257百万円（前期比16.6％増）となりまし

た。 

（欧州） 

抄紙用フエルト及び抄紙用ベルトともに販売数量は減少いたしましたが、ユーロ高の影響に

より、売上高は1,849百万円（前期比5.2％増）となりました。 

（中国） 

抄紙用フエルト及び抄紙用ベルトともに販売数量が増加したことにより、売上高は327百万

円（前期比48.5％増）となりました。 

＜工業用事業＞ 

内需は減少いたしましたが、輸出が増加したことにより、売上高は514百万円（前期比4.8％

増）となりました。 

  
次期の見通しでありますが、構造的な需要低迷やグローバル市場での競争の激化等により、当社

グループを取り巻く経営環境は、依然として極めて厳しい状況となっております。 

当社グループは、このような厳しい環境下でも「抄紙用具の高度専門企業」として継続的に利益

創出できる企業を目指し、更なる技術力強化や生産効率の向上等、品質コスト対策を推進し、グ

ローバル競争体制を強化することで企業価値の増大に努めてまいります。 

平成27年3月期の連結業績につきましては、次期も厳しい市場環境のまま推移するものと想定い

たしますが、品質コスト対策の効果及び為替相場等を勘案し、売上高12,800百万円、営業利益950

百万円、経常利益940百万円、当期純利益600百万円を見込んでおります。 
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（２）財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ420百万円増加し、26,613

百万円となりました。これは主として現金及び預金が1,069百万円、投資有価証券が449百万円そ

れぞれ増加した一方、有形固定資産が654百万円、受取手形及び売掛金が313百万円それぞれ減少

したことによるものです。 

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ322百万円減少し、8,513百万円となりました。こ

れは主として退職給付に係る負債が2,613百万円増加した一方、退職給付引当金が2,239百万円、

固定負債のリース債務が365百万円、短期借入金が156百万円それぞれ減少したことによるもので

す。 

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ743百万円増加し、18,100百万円となりまし

た。これは主として利益剰余金が524百万円、その他有価証券評価差額金314百万円それぞれ増加

した一方、退職給付会計基準の改正に伴い退職給付に係る調整累計額が227百万円減少したことに

よるものです。 

  
② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ1,069百万円増加し、

3,338百万円（前年度末比47.1％増）となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減

要因は以下の通りです。 

＜営業活動によるキャッシュ・フロー＞ 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純利益890百万円を計上したほ

か、減価償却費を源泉とする収入1,168百万円などにより2,373百万円の収入（前期比1,009百

万円の収入増）となりました。 

＜投資活動によるキャッシュ・フロー＞ 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出447百万円などによ

り464百万円の支出（前期比40百万円の支出増）となりました。 

＜財務活動によるキャッシュ・フロー＞ 

財務活動によるキャッシュ・フローは、ファイナンス・リース債務の返済による支出405百

万円、長期借入金の返済による支出260百万円などにより899百万円の支出（前期比95百万円の

支出増）となりました。 

  

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移 

   

（注）自己資本比率           ：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率     ：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

（注１）上記各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

（注２）株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。 

（注３）有利子負債は連結貸借対照表上に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。 

  

 

  平成23年3月期 平成24年3月期 平成25年3月期 平成26年3月期

自己資本比率（％） 58.8 63.6 66.3 68.0 

時価ベースの自己資本比率（％） 15.7 17.9 18.1 27.6 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 2.3 3.1 2.5 1.2 

インタレスト・カバレッジ・レシオ 15.6 8.9 11.3 21.2 
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社の利益配分につきましては、「安定的配当の継続」を基本とし、内部留保との調和をはか

り、業績及び財政状態等を総合的に勘案して実施してまいります。なお、配当性向につきまして

は、1株当たり連結当期純利益の30％を目処としております。 

内部留保金につきましては、将来の企業価値を高めるため、主力事業の市場競争力強化を目的と

した設備投資及び研究開発投資等の原資として有効に活用してまいります。 

第90期の期末配当につきましては、当期の業績及び今後の経営環境等を勘案し、1株当たり4円と

し、中間配当を合わせた当期の年間配当金は、前期より2円増額の1株につき8円を予定しておりま

す。 

なお、次期の配当につきましては、業績見通し等を勘案いたしまして、中間配当4円、期末配当4

円、合わせて1株当たり年間配当金8円を予定しております。 
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２．企業集団の状況 

当社の企業集団は、当社及び子会社６社(連結子会社６社)により構成され、抄紙用具関連事業、工業用事業の２部

門に亘り、製造、販売に至る事業活動を展開しております。 

   

  

当社グループの事業に係る位置付け及びセグメントとの関連を図示すると次のとおりとなります。 

 

  

 

事 業 区 分 製  品  区  分 製      造 販        売 

抄紙用具 

関連事業 

抄紙用フエルト 

抄紙用ベルト 

スレート用フエルト 

フエルト用洗剤 等 

当社 

織整・縫合工程は連結子会

社である(有)アイケー加工

に全面外注 

当 社 

イチカワ・ノース・アメリカ・コーポレ

ーション 

イチカワ・ヨーロッパGmbH 

宜紙佳造紙脱水器材貿易(上海)有限公司

(株)イチカワテクノファブリクス 

その他の代理店 
工業用事業 

工業用フエルト 

工業用関連仕入品 
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３．経営方針 

当社グループ各社は、下記の当社経営方針を共有し、当社グループ全体の経営効率化と業績の確

保に取り組んでおります。 

（１）会社の経営の基本方針 

 当社は、「事業は人なり而して人の和なり」「より良い品をより安くより多く」を社是とし、

「株主重視」・「顧客重視」・「社員の生活向上」の理念に基づき、市場のニーズに的確に対応

した高機能製品を提供する「抄紙用具の高度専門企業」として成長・発展することを目指して経

営活動を展開しております。 

  
（２）目標とする経営指標、中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題 

構造的な需要低迷やグローバル市場での競争の激化等により、当社グループを取り巻く経営環境

は、依然として極めて厳しい状況となっております。 

当社グループは、このような厳しい環境下でも「抄紙用具の高度専門企業」として継続的に利益

創出できる企業を目指し、平成25年度を起点とする3ヵ年の「中期経営計画」を策定し、「経営方

針」及び「経営目標」を次のとおり定めております。 

  
経営方針：「高度な人」と「高度な製品」で「高度専門企業」を目指す 

一、一株当たり連結当期純利益の増大 

一、高機能製品の提供 

一、社員の能力向上と業績・成果の重視 

  
経営目標：(1) 一株当たり連結当期純利益：25円 

(2) 連結売上高：125億円以上 

  
この中期経営計画の呼称を「“New Enterprize 2015”」（略称：“NE-15”）とし、諸施策を全

社的に展開しております。 

“NE-15”の推進により、更なる技術力強化や生産効率の向上等、品質コスト対策を推進し、グ

ローバル競争体制を強化することで企業価値の増大に努めてまいります。 
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４．連結財務諸表 

（１）連結貸借対照表 

   

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 2,269,524 3,338,772 

    受取手形及び売掛金 4,638,391 4,325,389 

    商品及び製品 1,986,082 1,878,833 

    仕掛品 964,332 875,811 

    原材料及び貯蔵品 365,772 379,215 

    繰延税金資産 224,098 242,714 

    その他 65,341 109,020 

    貸倒引当金 △2,279 △1,346 

    流動資産合計 10,511,264 11,148,411 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 6,907,345 6,450,259 

      機械装置及び運搬具（純額） 1,181,759 1,403,773 

      工具、器具及び備品（純額） 98,971 115,730 

      土地 1,896,057 1,896,057 

      リース資産（純額） 2,325,204 1,997,342 

      建設仮勘定 223,057 114,391 

      有形固定資産合計 12,632,395 11,977,555 

    無形固定資産 47,002 35,409 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 2,927,998 3,377,192 

      繰延税金資産 23,442 24,338 

      その他 116,378 108,474 

      貸倒引当金 △64,639 △57,439 

      投資その他の資産合計 3,003,179 3,452,566 

    固定資産合計 15,682,577 15,465,531 

  資産合計 26,193,842 26,613,943 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 659,702 562,024 

    短期借入金 817,379 660,548 

    リース債務 373,674 386,223 

    未払法人税等 66,623 81,392 

    賞与引当金 309,491 335,309 

    役員賞与引当金 - 13,000 

    その他 799,396 680,804 

    流動負債合計 3,026,266 2,719,301 

  固定負債     

    長期借入金 105,000 - 

    リース債務 2,121,944 1,756,513 

    繰延税金負債 1,227,092 1,306,087 

    退職給付引当金 2,239,278 - 

    退職給付に係る負債 - 2,613,965 

    その他 116,849 117,624 

    固定負債合計 5,810,164 5,794,191 

  負債合計 8,836,431 8,513,493 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 3,594,803 3,594,803 

    資本剰余金 2,322,847 2,322,829 

    利益剰余金 12,162,069 12,686,125 

    自己株式 △1,062,105 △1,067,103 

    株主資本合計 17,017,614 17,536,654 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 491,858 806,331 

    為替換算調整勘定 △152,061 △15,403 

    退職給付に係る調整累計額 - △227,132 

    その他の包括利益累計額合計 339,796 563,795 

  純資産合計 17,357,410 18,100,450 

負債純資産合計 26,193,842 26,613,943 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 

連結損益計算書 

   

 

                      (単位：千円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 11,753,344 12,462,283 

売上原価 7,666,103 7,907,347 

売上総利益 4,087,241 4,554,936 

販売費及び一般管理費 3,359,577 3,596,976 

営業利益 727,663 957,960 

営業外収益     

  受取利息 619 560 

  受取配当金 60,478 79,695 

  雑収入 31,206 50,268 

  営業外収益合計 92,304 130,524 

営業外費用     

  支払利息 121,777 104,395 

  為替差損 165,041 54,960 

  雑損失 15,510 38,263 

  営業外費用合計 302,329 197,619 

経常利益 517,637 890,865 

特別損失     

  減損損失 1,842 - 

  ゴルフ会員権評価損 816 - 

  特別損失合計 2,659 - 

税金等調整前当期純利益 514,978 890,865 

法人税、住民税及び事業税 183,328 225,967 

法人税等調整額 △111,372 △73,891 

法人税等合計 71,955 152,076 

少数株主損益調整前当期純利益 443,022 738,789 

当期純利益 443,022 738,789 
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連結包括利益計算書 

   

 

                      (単位：千円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 443,022 738,789 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 306,459 314,473 

  為替換算調整勘定 90,835 136,658 

  その他の包括利益合計 397,295 451,131 

包括利益 840,317 1,189,921 

（内訳）     

  親会社株主に係る包括利益 840,317 1,189,921 

  少数株主に係る包括利益 - - 
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（３）連結株主資本等変動計算書 

  前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)  

   

  

 

(単位：千円) 

  
株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 3,594,803 2,322,847 11,906,951 △1,061,558 16,763,044 

当期変動額   

剰余金の配当  △187,779 △187,779 

当期純利益  443,022 443,022 

自己株式の取得  △546 △546 

従業員奨励福利基金  △125 △125 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
  

当期変動額合計 ― ― 255,117 △546 254,570 

当期末残高 3,594,803 2,322,847 12,162,069 △1,062,105 17,017,614 
 

  

その他の包括利益累計額 

純資産合計 その他有価証券 

評価差額金 
為替換算調整勘定 

退職給付に係る 

調整累計額 

その他の包括利益 

累計額合計 

当期首残高 185,398 △242,897 ― △57,498 16,705,545 

当期変動額     

剰余金の配当     △187,779 

当期純利益     443,022 

自己株式の取得     △546 

従業員奨励福利基金     △125 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
306,459 90,835 ― 397,295 397,295 

当期変動額合計 306,459 90,835 ― 397,295 651,865 

当期末残高 491,858 △152,061 ― 339,796 17,357,410 
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  当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)  

   

  

 

(単位：千円) 

  
株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 3,594,803 2,322,847 12,162,069 △1,062,105 17,017,614 

当期変動額   

剰余金の配当  △214,576 △214,576 

当期純利益  738,789 738,789 

自己株式の処分   △18 123 105 

自己株式の取得  △5,121 △5,121 

従業員奨励福利基金  △157 △157 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
  

当期変動額合計 ― △18 524,055 △4,997 519,040 

当期末残高 3,594,803 2,322,829 12,686,125 △1,067,103 17,536,654 
 

  

その他の包括利益累計額 

純資産合計 その他有価証券 

評価差額金 
為替換算調整勘定 

退職給付に係る 

調整累計額 

その他の包括利益 

累計額合計 

当期首残高 491,858 △152,061 ― 339,796 17,357,410 

当期変動額     

剰余金の配当     △214,576 

当期純利益     738,789 

自己株式の処分         105 

自己株式の取得     △5,121 

従業員奨励福利基金     △157 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
314,473 136,658 △227,132 223,999 223,999 

当期変動額合計 314,473 136,658 △227,132 223,999 743,039 

当期末残高 806,331 △15,403 △227,132 563,795 18,100,450 
 

イチカワ㈱(3513) 平成26年3月期 決算短信〔日本基準〕(連結)

- 12 -



（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

   

 

                      (単位：千円) 

                    前連結会計年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前当期純利益 514,978 890,865 

  減価償却費 1,305,027 1,168,092 

  減損損失 1,842 - 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △472 △8,207 

  賞与引当金の増減額（△は減少） 10,646 25,817 

  役員賞与引当金の増減額（△は減少） - 13,000 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） △25,750 △2,239,278 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 2,386,833 

  受取利息及び受取配当金 △61,097 △80,255 

  支払利息 121,777 104,395 

  売上債権の増減額（△は増加） △28,588 444,241 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △65,998 256,930 

  仕入債務の増減額（△は減少） △118,355 △198,192 

  未収入金の増減額（△は増加） △14,966 △8,613 

  未払金の増減額（△は減少） △20,206 △85,768 

  未払消費税等の増減額（△は減少） 240 △42,494 

  長期未払金の増減額（△は減少） △15,500 △220 

  その他 18,072 16,308 

  小計 1,621,649 2,643,454 

  利息及び配当金の受取額 61,097 80,255 

  利息の支払額 △121,005 △111,756 

  法人税等の支払額 △197,395 △238,566 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 1,364,345 2,373,386 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  有形固定資産の取得による支出 △425,921 △447,697 

  無形固定資産の取得による支出 △625 △18,228 

  その他 1,822 1,086 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △424,724 △464,839 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  短期借入金の純増減額（△は減少） 9,399 △20,583 

  長期借入金の返済による支出 △260,000 △260,000 

  セール・アンド・リースバックによる収入 - 5,055 

  
ファイナンス・リース債務の返済による支
出 

△365,107 △405,424 

  自己株式の売却による収入 - 105 

  自己株式の取得による支出 △546 △5,121 

  配当金の支払額 △187,716 △213,749 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △803,972 △899,718 

現金及び現金同等物に係る換算差額 33,393 60,417 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 169,042 1,069,247 

現金及び現金同等物の期首残高 2,100,482 2,269,524 

現金及び現金同等物の期末残高 2,269,524 3,338,772 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

  
(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項) 

１ 連結の範囲に関する事項 

すべての子会社(6社)を連結の対象としています。 

連結子会社の名称については、「２．企業集団の状況」に記載しているため省略しています。 

  

２ 持分法の適用に関する事項 

該当する会社はありません。 

  

３ 連結子会社の事業年度等に関する事項 

宜紙佳造紙脱水器材貿易(上海)有限公司の事業年度の末日は12月31日であり、連結財務諸表の作成にあたっては、

同日現在の財務諸表を使用し、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っていま

す。その他の連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しています。 

  

４ 会計処理基準に関する事項 

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法 

(イ)有価証券 

その他有価証券 

・時価のあるもの……連結決算日の市場価格等に基づく時価法 

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定) 

・時価のないもの……移動平均法による原価法 

(ロ)デリバティブ取引により生ずる債権及び債務 

時価法 

(ハ)たな卸資産……移動平均法による原価法 

評価基準は原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法) 

ただし、在外連結子会社は個別法による低価法によっています。 

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

(イ)有形固定資産(リース資産を除く) 

定額法 

なお、主な耐用年数は次のとおりです。 

建物及び構築物      ３年～60年 

機械装置及び運搬具  ２年～17年 

工具、器具及び備品  ２年～20年 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び国内連結子会社は、有形固定資産（建物及びリース資産を除く）の減価償却方法として、従来、定率法

を採用していましたが、当連結会計年度より定額法に変更しています。 

当社グループの主要取引先であります紙パルプ業界におきましては、国内需要が低調に推移する中で、原材料価

格の上昇傾向が続くなど、依然として厳しい状況が続いております。加えて、抄紙用具市場においては品質・コス

ト面でのグローバル競争が益々激化しております。 

このような状況を踏まえ、当社グループでは当連結会計年度を起点とする中期経営計画において、今後のグロー

バル競争に打ち勝つ為に、品質安定と機能向上を目的とした設備投資を実施し、長期安定的に設備を稼働させ、よ

り平準的に投下資本の回収を図ることとしました。 
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この設備投資方針の決定を契機に、減価償却方法の見直しを行いましたところ、当社及び国内連結子会社の有形

固定資産の主要部分を占める生産設備については、今後は、設備が使用期間にわたって長期安定的に稼働すること

が見込まれることから、減価償却方法については、定額法が、より合理的な費用配分に基づく期間損益計算を可能

とするものであり、減価償却方法を変更することが妥当であると判断したものであります。 

これにより、従来の方法に比べて、当連結会計年度の減価償却費が110,148千円減少し、営業利益、経常利益及び

税金等調整前当期純利益はそれぞれ78,989千円増加しています。 

なお、セグメント情報に与える影響については、（セグメント情報等）に記載しています。 

(ロ)無形固定資産(リース資産を除く) 

定額法 

なお、ソフトウエア(自社利用分)については、社内における見込利用可能期間(５年)による定額法によってい

ます。 

(ハ)リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっています。 

なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。 

(3) 重要な引当金の計上基準 

(イ)貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、回収不能見込額を計上しています。 

①一般債権 

貸倒実績率により計上しています。 

②貸倒懸念債権及び破産更生債権等 

個別に回収可能性を勘案し、計上しています。 

(ロ)賞与引当金 

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当連結会計年度の負担額を計上してい

ます。 

(ハ)役員賞与引当金 

役員に対して支給する賞与の支出に備えて、当連結会計年度に見合う支給見込額に基づき計上しています。 

(4) 退職給付に係る会計処理の方法 

① 退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度までの期間に帰属させる方法については、期

間定額基準によっています。なお、在外連結子会社は計上していません。 

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法 

数理計算上の差異については、5年による定額法により按分額を発生の翌連結会計年度より費用処理していま

す。 

過去勤務費用については、5年による定額法により按分額を費用処理しています。 

(5) 連結財務諸表の作成の基礎となった連結会社の財務諸表の作成に当たって採用した重要な外貨建の資産又は負債

の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理していま

す。なお、在外連結子会社の資産・負債及び収益・費用は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差

額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めています。 

(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限

の到来する短期投資からなっています。 

(7) その他連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理 

税抜方式によっています。 
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(会計方針の変更) 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退

職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めは除く。）、退職給付債務の額を退職給付に係る負債として計上する

方法に変更し、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を退職給付に係る負債に計上しました。 

退職給付会計基準の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会

計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減していま

す。 

この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が2,613,965千円計上されています。また、その他の

包括利益累計額が227,132千円減少しています。 

  
(追加情報) 

法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正  

「所得税法等の一部を改正する法律」が平成26年3月31日に公布され、平成26年4月1日以後に開始する連結会計年

度から復興特別法人税が課されないこととなりました。これに伴い、当連結会計年度の繰延税金資産及び繰延税金

負債の計算に使用した法定実効税率は、平成26年4月1日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異につ

いて、前連結会計年度の37.7％から35.3％に変更されています。 

その結果、繰延税金資産が14,089千円、繰延税金負債が4,421千円、法人税等調整額（貸方）が9,667千円それぞ

れ減少しています。 

  
(連結貸借対照表関係) 

※１  有形固定資産の減価償却累計額 

  

  

※２ 担保提供資産 

工場財団に供されている資産及び担保付債務は次のとおりです。 

担保提供資産 

   

  

担保付債務 

   

  

 

  
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

有形固定資産の減価償却累計額 27,182,286千円 28,158,475千円 
 

  
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

建物及び構築物 2,097,459千円 (帳簿価額) 1,956,964千円 (帳簿価額) 

機械装置及び運搬具 309,110千円 (帳簿価額) 250,285千円 (帳簿価額) 

工具、器具及び備品 9,570千円 (帳簿価額) 7,638千円 (帳簿価額) 

土地 161,710千円 (帳簿価額) 161,710千円 (帳簿価額) 

計 2,577,850千円 (帳簿価額) 2,376,598千円 (帳簿価額) 
 

  
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

短期借入金 410,000千円 255,000千円 

（うち、１年以内返済予定の 
  長期借入金） 

260,000 105,000 

長期借入金 105,000 ― 
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※３ 連結決算日満期手形 

連結決算日満期手形の処理については、手形交換日をもって決済処理しています。 

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結決算日満期手形が、前連結会計年度末残高

に含まれています。  

  

(連結損益計算書関係) 

※１ 通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額  

  

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目と金額は次のとおりです。  

  

※３ 一般管理費に含まれる研究開発費  

  

※４ 減損損失 

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。  

当社は、報告セグメントを基準に資産のグルーピングを行っており、遊休資産については個別資産ごとにグルー

ピングを行っています。上記資産グループにつきましては、国内外の景気後退により採算が悪化しており帳簿価

額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に計上しました。 

なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却価額により測定しており、税法規定等に基づく残存価額を正味

売却価額として算定しました。 

  

当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日） 

該当事項はありません。 

  

 

  
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

受取手形 17,121千円 ― 
 

  
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
至  平成26年３月31日) 

売上原価 21,173千円 59,148千円 
 

  
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
至  平成26年３月31日) 

手数料 447,405 千円 485,488 千円 

給料手当 985,195  1,007,716  

運送費 527,253  535,530  

賞与引当金繰入額 42,911  50,925  

退職給付費用 71,687  92,449  

減価償却費 94,315  71,753  
 

  
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
至  平成26年３月31日) 

  309,755千円 356,795千円 
 

用途 場所 種類 金額 

工業用製品製造設備 茨城県笠間市 機械及び装置 1,842千円
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(連結株主資本等変動計算書関係) 

前連結会計年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項  

  

２ 自己株式に関する事項  

  
増加数の主な内訳は、次のとおりです。 

 単元未満株式の買取りによる増加   3,489株 

  

３ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額  

  

 (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの  

  

当連結会計年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日） 

１ 発行済株式に関する事項  

  

２ 自己株式に関する事項  

  
増加数の主な内訳は、次のとおりです。 

 単元未満株式の買取りによる増加   17,552株 

減少数の主な内訳は、次のとおりです。 

 単元未満株式の処分による減少      352株 

  

 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 29,835,758 ― ― 29,835,758 
 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 3,009,670 3,489 ― 3,013,159 
 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

１株当たり配当額
（円） 

基準日 効力発生日 

平成24年６月28日 
定時株主総会 

普通株式 134,130 5.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 

平成24年10月31日 
取締役会 

普通株式 53,649 2.00 平成24年９月30日 平成24年12月４日 
 

決議 株式の種類 配当の原資 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 

平成25年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 107,290 4.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日
 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 29,835,758 ― ― 29,835,758 
 

株式の種類 当連結会計年度期首 増加 減少 当連結会計年度末 

普通株式(株) 3,013,159 17,552 352 3,030,359 
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３ 配当に関する事項 

 (1) 配当金支払額  

  

 (2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの  

  

(連結キャッシュ・フロー計算書関係) 

※ 現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係  

  

(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

１  報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、抄紙用具関連事業及び工業用事業の製造・販売を行っており、抄紙用具関連事業について

は、日本（当社）・北米（イチカワ・ノース・アメリカ・コーポレーション）・欧州（イチカワ・ヨーロッパ

GmbH）・中国（宜紙佳造紙脱水器材貿易（上海）有限公司）に販売拠点を置き、事業活動を展開しています。工

業用事業については、主に株式会社イチカワテクノファブリクスが販売を担当しています。各会社は、それぞれ

独立した経営単位であり、各会社において包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。 

 したがって、当社グループは、本社及び連結子会社を基礎とした販売地域又は製品別事業セグメントから構成

されており、事業活動の内容及び経営環境に関して適切な情報を提供するため、販売地域ごとに製品の要素が概

ね類似する複数の事業セグメントを集約し、「抄紙用具関連事業（日本・北米・欧州・中国）」及び「工業用事

業」の５つを報告セグメントとしています。 

  

２  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

 報告されている事業セグメントの会計処理方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」にお

ける記載と概ね同一であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格を勘案して予め定めた合理

的な金額に基づいています。 

 「会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社

は、有形固定資産（建物及びリース資産を除く）の減価償却方法として、従来、定率法を採用していましたが、

当連結会計年度より定額法に変更しています。 

 これにより、従来の方法に比べて、当連結会計年度の「抄紙用具関連事業（日本）」のセグメント利益が

66,996千円、「工業用事業」のセグメント利益が12千円それぞれ増加し、セグメント利益の調整額が11,980千円

減少しています。 

  

 

決議 株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

１株当たり配当額
（円） 

基準日 効力発生日 

平成25年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 107,290 4.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 

平成25年10月31日 
取締役会 

普通株式 107,285 4.00 平成25年９月30日 平成25年12月４日 
 

決議 株式の種類 配当の原資 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり 
配当額(円) 

基準日 効力発生日 

平成26年６月27日 
定時株主総会 

普通株式 利益剰余金 107,221 4.00 平成26年３月31日 平成26年６月30日
 

  
前連結会計年度 

(自  平成24年４月１日 
至  平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自  平成25年４月１日 
至  平成26年３月31日) 

現金及び預金 2,269,524千円 3,338,772千円 

現金及び現金同等物 2,269,524千円 3,338,772千円 
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３  報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度(自  平成24年４月１日  至  平成25年３月31日) 

(注) １ 調整額は、以下のとおりです。  

   (1)セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,100,027千円には、セグメント間消去△29,458千円、各報告セグ

メントに配分していない全社費用△1,303,982千円、棚卸資産の調整額△62,814千円、為替レート差額

300,354千円、貸倒引当金の修正等△4,126千円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない管理部門に係る費用であります。 

   (2)セグメント資産の調整額4,947,560千円には、セグメント間消去△731,253千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社資産5,738,861千円、棚卸資産の調整△107,509千円、貸倒引当金の修正等47,461千円が含まれ

ています。 

   (3)減価償却費の調整額136,995千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。 

   (4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額12,746千円は、各報告セグメントに配分していない全社設

備投資額であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

  

 

                (単位：千円) 

  

報告セグメント 
 

調整額  
(注)１ 

  

連結財務諸
表計上額 
(注)２ 

抄紙用具関連事業 
工業用 
事業 

計 

日本 北米 欧州 中国 

売上高                 

 外部顧客への売上高 8,205,532 1,078,450 1,757,511 220,814 491,035 11,753,344 ― 11,753,344

 セグメント間の 
 内部売上高又は振替高 

1,986,911 ― ― 221,144 14,810 2,222,867 △2,222,867 ―

計 10,192,443 1,078,450 1,757,511 441,959 505,846 13,976,211 △2,222,867 11,753,344

セグメント利益又は 
損失(△) 

1,556,981 57,384 166,646 46,850 △171 1,827,691 △1,100,027 727,663

セグメント資産 18,507,675 1,056,786 860,743 174,639 646,436 21,246,282 4,947,560 26,193,842

その他の項目              

 減価償却費 1,135,422 11,422 2,884 2,274 16,028 1,168,031 136,995 1,305,027

 減損損失 ― ― ― ― 1,842 1,842 ― 1,842

 有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額 

371,091 7,992 1,334 1,086 ― 381,504 12,746 394,250
 

イチカワ㈱(3513) 平成26年3月期 決算短信〔日本基準〕(連結)

- 20 -



当連結会計年度(自  平成25年４月１日  至  平成26年３月31日) 

(注) １ 調整額は、以下のとおりです。  

   (1)セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,562,415千円には、セグメント間消去△157千円、各報告セグメン

トに配分していない全社費用△1,401,415千円、棚卸資産の調整額△264,685千円、為替レート差額108,115

千円、貸倒引当金の修正等△4,272千円が含まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

管理部門に係る費用であります。 

   (2)セグメント資産の調整額6,392,450千円には、セグメント間消去△808,051千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社資産7,373,688千円、棚卸資産の調整△235,126千円、貸倒引当金の修正等61,940千円が含まれ

ています。 

   (3)減価償却費の調整額111,649千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。 

   (4)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額187,857千円は、各報告セグメントに配分していない全社

設備投資額であります。 

２ セグメント利益又は損失(△)は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。 

  

  

 

                (単位：千円) 

  

報告セグメント 
 

調整額  
(注)１ 

  

連結財務諸
表計上額 
(注)２ 

抄紙用具関連事業 
工業用 
事業 

計 

日本 北米 欧州 中国 

売上高                 

 外部顧客への売上高 8,512,993 1,257,475 1,849,519 327,840 514,454 12,462,283 ― 12,462,283

 セグメント間の 
 内部売上高又は振替高 

2,327,838 ― ― 277,198 21,326 2,626,363 △2,626,363 ―

計 10,840,832 1,257,475 1,849,519 605,039 535,780 15,088,646 △2,626,363 12,462,283

セグメント利益又は損失
(△) 

2,262,975 83,143 158,103 49,890 △33,736 2,520,375 △1,562,415 957,960

セグメント資産 17,253,395 1,189,914 957,381 224,988 595,811 20,221,492 6,392,450 26,613,943

その他の項目              

 減価償却費 1,025,846 10,877 3,642 2,199 13,876 1,056,443 111,649 1,168,092

 減損損失 ― ― ― ― ― ― ― ―

 有形固定資産及び 
  無形固定資産の増加額 

343,241 8,216 1,096 3,421 ― 355,976 187,857 543,833
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(１株当たり情報) 

   

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していません。 

２ １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 
   

  

３ １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 
   

  

(重要な後発事象) 

該当事項はありません。 

  

 

  
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
至 平成26年３月31日) 

１株当たり純資産額 647.12円 675.25円 

１株当たり当期純利益金額 16.52円 27.55円 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益金額 

― ― 
 

  
前連結会計年度 

(自 平成24年４月１日 
至 平成25年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成25年４月１日 
至 平成26年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額     

 当期純利益 443,022千円 738,789千円 

 普通株主に帰属しない金額 ― ― 

 普通株式に係る当期純利益 443,022千円 738,789千円 

 普通株式の期中平均株式数 26,824千株 26,817千株 
 

  
前連結会計年度 

(平成25年３月31日) 
当連結会計年度 

(平成26年３月31日) 

純資産の部の合計額 17,357,410千円 18,100,450千円 

純資産の部の合計額から控除する金額 ― ― 

普通株式に係る期末の純資産額 17,357,410千円 18,100,450千円 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株
式の数 

26,822千株 26,805千株 
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５．個別財務諸表 

（１）貸借対照表 

   

  

 

                      (単位：千円) 

                    
前事業年度 

(平成25年３月31日) 
当事業年度 

(平成26年３月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 1,646,127 2,766,821 

    受取手形 307,567 479,255 

    売掛金 4,257,006 3,634,085 

    商品及び製品 1,294,078 1,217,443 

    仕掛品 964,332 874,334 

    原材料及び貯蔵品 365,772 379,215 

    前払費用 2,903 4,282 

    繰延税金資産 152,337 151,837 

    その他 40,692 47,200 

    貸倒引当金 △3,153 △908 

    流動資産合計 9,027,664 9,553,568 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物 6,714,529 6,270,334 

      構築物 192,815 179,925 

      機械及び装置 1,172,323 1,396,328 

      車両運搬具 2,388 2,339 

      工具、器具及び備品 86,276 101,726 

      土地 1,896,057 1,896,057 

      リース資産 2,325,204 1,997,342 

      建設仮勘定 223,057 114,391 

      有形固定資産合計 12,612,652 11,958,445 

    無形固定資産     

      ソフトウエア 27,417 22,820 

      リース資産 8,376 6,106 

      電話加入権 9,448 5,146 

      その他 183 148 

      無形固定資産合計 45,426 34,221 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 2,927,998 3,377,192 

      関係会社株式 103,760 103,760 

      関係会社出資金 51,649 51,649 

      破産更生債権等 8,352 855 

      会員権 88,218 88,188 

      その他 6,058 5,985 

      貸倒引当金 △54,522 △47,043 

      投資その他の資産合計 3,131,514 3,580,588 

    固定資産合計 15,789,593 15,573,256 

  資産合計 24,817,257 25,126,824 
 

イチカワ㈱(3513) 平成26年3月期 決算短信〔日本基準〕(連結)

- 23 -



  

 

                      (単位：千円) 

                    
前事業年度 

(平成25年３月31日) 
当事業年度 

(平成26年３月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    買掛金 719,721 559,808 

    短期借入金 620,000 465,000 

    リース債務 373,674 386,223 

    未払金 658,793 564,191 

    未払費用 29,660 31,022 

    未払法人税等 32,939 62,366 

    賞与引当金 274,041 299,409 

    役員賞与引当金 - 13,000 

    その他 73,915 32,332 

    流動負債合計 2,782,745 2,413,354 

  固定負債     

    長期借入金 105,000 - 

    長期未払金 67,175 66,955 

    リース債務 2,121,944 1,756,513 

    資産除去債務 49,674 50,669 

    繰延税金負債 1,226,960 1,306,087 

    退職給付引当金 2,182,699 2,326,000 

    固定負債合計 5,753,454 5,506,226 

  負債合計 8,536,199 7,919,580 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 3,594,803 3,594,803 

    資本剰余金     

      資本準備金 2,322,038 2,322,038 

      その他資本剰余金 809 790 

      資本剰余金合計 2,322,847 2,322,829 

    利益剰余金     

      利益準備金 898,700 898,700 

      その他利益剰余金     

        固定資産圧縮積立金 1,759,516 1,670,192 

        別途積立金 5,043,753 5,043,753 

        繰越利益剰余金 3,231,683 3,937,736 

      利益剰余金合計 10,933,654 11,550,383 

    自己株式 △1,062,105 △1,067,103 

    株主資本合計 15,789,200 16,400,913 

  評価・換算差額等     

    その他有価証券評価差額金 491,858 806,331 

    評価・換算差額等合計 491,858 806,331 

  純資産合計 16,281,058 17,207,244 

負債純資産合計 24,817,257 25,126,824 
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（２）損益計算書 

   

 

                      (単位：千円) 

                    前事業年度 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 10,450,229 11,117,187 

売上原価 7,575,763 7,627,983 

売上総利益 2,874,466 3,489,203 

販売費及び一般管理費 2,684,984 2,880,263 

営業利益 189,481 608,940 

営業外収益     

  受取利息及び配当金 274,091 294,126 

  為替差益 113,742 64,599 

  雑収入 45,094 56,099 

  営業外収益合計 432,928 414,825 

営業外費用     

  支払利息 118,953 101,398 

  雑損失 29,379 48,235 

  営業外費用合計 148,333 149,633 

経常利益 474,076 874,132 

特別損失     

  減損損失 1,842 - 

  ゴルフ会員権評価損 816 - 

  特別損失合計 2,659 - 

税引前当期純利益 471,416 874,132 

法人税、住民税及び事業税 61,546 97,922 

法人税等調整額 △74,227 △55,094 

法人税等合計 △12,680 42,827 

当期純利益 484,097 831,305 
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（３）株主資本等変動計算書 

  前事業年度(自 平成24年４月１日 至 平成25年３月31日)  

   

  

 

(単位：千円) 

  

株主資本 

資本金 

資本剰余金 

資本準備金 
その他 

資本剰余金 
資本剰余金合計

当期首残高 3,594,803 2,322,038 809 2,322,847 

当期変動額  

剰余金の配当  

当期純利益  

自己株式の取得  

固定資産圧縮積立金

の取崩 
 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
 

当期変動額合計 ― ― ― ― 

当期末残高 3,594,803 2,322,038 809 2,322,847 
 

  

株主資本 

利益剰余金 

自己株式 株主資本合計 
利益準備金 

その他利益剰余金 

利益剰余金合計固定資産圧縮 

積立金 
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 898,700 1,912,727 5,043,753 2,782,154 10,637,337 △1,061,558 15,493,429 

当期変動額   

剰余金の配当  △187,779 △187,779  △187,779 

当期純利益  484,097 484,097  484,097 

自己株式の取得  △546 △546 

固定資産圧縮積立金

の取崩 
 △153,210 153,210 ―  ―

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
  

当期変動額合計 ― △153,210 ― 449,528 296,317 △546 295,770 

当期末残高 898,700 1,759,516 5,043,753 3,231,683 10,933,654 △1,062,105 15,789,200 
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(単位：千円) 

  

評価・換算差額等 

純資産合計 その他有価証券

評価差額金 

評価・ 

換算差額等合計

当期首残高 185,398 185,398 15,678,827 

当期変動額  

剰余金の配当  △187,779 

当期純利益  484,097 

自己株式の取得  △546 

固定資産圧縮積立金

の取崩 
 ―

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
306,459 306,459 306,459 

当期変動額合計 306,459 306,459 602,230 

当期末残高 491,858 491,858 16,281,058 
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  当事業年度(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)  

   

  

 

(単位：千円) 

  

株主資本 

資本金 

資本剰余金 

資本準備金 
その他 

資本剰余金 
資本剰余金合計

当期首残高 3,594,803 2,322,038 809 2,322,847 

当期変動額  

剰余金の配当  

当期純利益  

自己株式の処分     △18 △18 

自己株式の取得  

固定資産圧縮積立金

の取崩 
 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
 

当期変動額合計 ― ― △18 △18 

当期末残高 3,594,803 2,322,038 790 2,322,829 
 

  

株主資本 

利益剰余金 

自己株式 株主資本合計 
利益準備金 

その他利益剰余金 

利益剰余金合計固定資産圧縮 

積立金 
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 898,700 1,759,516 5,043,753 3,231,683 10,933,654 △1,062,105 15,789,200 

当期変動額   

剰余金の配当  △214,576 △214,576  △214,576 

当期純利益  831,305 831,305  831,305 

自己株式の処分       123 105 

自己株式の取得  △5,121 △5,121 

固定資産圧縮積立金

の取崩 
 △89,324 89,324 ―  ― 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
  

当期変動額合計 ― △89,324 ― 706,053 616,728 △4,997 611,712 

当期末残高 898,700 1,670,192 5,043,753 3,937,736 11,550,383 △1,067,103 16,400,913 
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(単位：千円) 

  

評価・換算差額等 

純資産合計 その他有価証券

評価差額金 

評価・ 

換算差額等合計

当期首残高 491,858 491,858 16,281,058 

当期変動額  

剰余金の配当  △214,576 

当期純利益  831,305 

自己株式の処分     105 

自己株式の取得  △5,121 

固定資産圧縮積立金

の取崩 
 ― 

株主資本以外の項目 

の当期変動額（純額) 
314,473 314,473 314,473 

当期変動額合計 314,473 314,473 926,186 

当期末残高 806,331 806,331 17,207,244 
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（４）個別財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

  
(重要な会計方針) 

１ 有価証券の評価基準及び評価方法 

(1) 子会社株式 

・移動平均法による原価法 

(2) その他有価証券 

・時価のあるもの 

…決算日の市場価格等に基づく時価法 

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定) 

・時価のないもの 

…移動平均法による原価法 

  

２ デリバティブ取引により生ずる債権及び債務の評価基準及び評価方法 

時価法 

  

３ たな卸資産の評価基準及び評価方法 

評価基準は原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法) 

商品、製品、原料、仕掛品、貯蔵品 

…いずれも移動平均法による原価法 

  

４ 固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産(リース資産を除く) 

定額法 

なお、主な耐用年数は次のとおりです。 

建物                ３年～50年 

構築物              ３年～60年 

機械及び装置        ２年～17年 

車両運搬具          ３年～７年 

工具、器具及び備品  ２年～20年 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社は、有形固定資産（建物及びリース資産を除く）の減価償却方法として、従来、定率法を採用していました

が、当事業年度より定額法に変更しています。 

当社グループの主要取引先であります紙パルプ業界におきましては、国内需要が低調に推移する中で、原材料価

格の上昇傾向が続くなど、依然として厳しい状況が続いております。加えて、抄紙用具市場においては品質・コス

ト面でのグローバル競争が益々激化しております。 

このような状況を踏まえ、当社グループでは当事業年度を起点とする中期経営計画において、今後のグローバル

競争に打ち勝つ為に、品質安定と機能向上を目的とした設備投資を実施し、長期安定的に設備を稼働させ、より平

準的に投下資本の回収を図ることとしました。 

この設備投資方針の決定を契機に、減価償却方法の見直しを行いましたところ、当社の有形固定資産の主要部分

を占める生産設備については、今後は、設備が使用期間にわたって長期安定的に稼働することが見込まれることか

ら、減価償却方法については、定額法が、より合理的な費用配分に基づく期間損益計算を可能とするものであり、

減価償却方法を変更することが妥当であると判断したものであります。 

これにより、従来の方法に比べて、当事業年度の減価償却費が110,148千円減少し、営業利益、経常利益及び税引

前当期純利益はそれぞれ78,989千円増加しています。 
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(2) 無形固定資産(リース資産を除く) 

定額法 

なお、ソフトウエア(自社利用分)については、社内における見込利用可能期間(５年)による定額法によっていま

す。 

(3) リース資産 

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとする定額法によっています。 

なお、リース取引会計基準の改正適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引き

続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。 

  

５ 外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算基準 

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しています。 

  

６ 引当金の計上基準 

(1) 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、回収不能見込額を計上しています。 

①一般債権 

貸倒実績率により計上しています。 

②貸倒懸念債権及び破産更生債権等 

個別に回収可能性を勘案し、計上しています。 

(2) 賞与引当金 

従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき当事業年度負担額を計上しています。 

(3) 役員賞与引当金 

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しています。 

(4) 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき、当事業年度末において

発生していると認められる額を計上しています。 

① 退職給付見込額の期間帰属方法 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、期間

定額基準によっています。 

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法 

数理計算上の差異については、５年による定額法により按分額を発生の翌事業年度より費用処理しています。 

過去勤務費用については、５年による定額法により按分額を費用処理しています。 

  

７ その他財務諸表作成のための基本となる重要事項 

(1) 退職給付に係る会計処理 

退職給付に係る未認識数理計算上の差異、未認識過去勤務費用の会計処理の方法は、連結財務諸表におけるこれ

らの会計処理の方法と異なっています。 

  
(2) 消費税及び地方消費税の会計処理 

税抜方式によっています。 

  

(追加情報) 

法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正  

「所得税法等の一部を改正する法律」が平成26年3月31日に公布され、平成26年4月1日以後に開始する事業年度か

ら復興特別法人税が課されないこととなりました。これに伴い、当事業年度の繰延税金資産及び繰延税金負債の計

算に使用した法定実効税率は、平成26年4月1日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異について、前事業

年度の37.7％から35.3％に変更されています。 

その結果、繰延税金資産が11,076千円、繰延税金負債が4,214千円、法人税等調整額（貸方）が6,861千円それぞ

れ減少しています。 
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１．代表者の異動

該当事項はありません。

２. 取締役・監査役の異 動

１) 取締役候補　（平成 2６年 6月 27日の第 90 回定時株主総会に付議）

取 締 役 蛭　間　　良　右 （ 重 任 ）

取 締 役 牛　尾　　雅　孝　　 （ 重 任 ）

取 締 役 髙　倉　　幹　郎 （ 重 任 ）

取 締 役 村　松　　伸　一 （ 重 任 ）

取 締 役 染　谷    　 恒 （ 重 任 ）

取 締 役 伊  藤     嘉  章 （ 重 任 ）  

2) 監査役候補　（平成 2６年 6月 27日の第 90 回定時株主総会に付議）

常 勤 監 査 役 星　　　 利　幸 （ 新 任 ）

3) 退任予定監査役　(平成 26年 6月 27日付）

常 勤 監 査 役 高  田        悟

３．執行役員の異動

１) 執行役員候補 （平成 26年 6月 2７日の第 90回 定時株主総会後の取締役会にて選任）

執 行 役 員 伊　藤　   　和 （ 重 任 ）

執 行 役 員 安  藤    嘉  則 （ 重 任 ）

執 行 役 員 望  月    友  博 （ 新 任 ）

執 行 役 員 田  村       茂 （ 新 任 ）

執 行 役 員 矢  崎    孝  信 （ 新 任 ）

執 行 役 員 斯  波    義  和 （ 新 任 ）

2) 退任予定執行役員　(平成 26年 6月 27日付）

執 行 役 員 佐  藤    和  光

執 行 役 員 星　　 　 利　幸

役　員　の　異　動　　　　　（平成　2 6 年 6 月 2 ７ 日付）
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４．取締役、監査役の業務分担　　（平成 26年 6 月 2７ 日付）

取締役 ＜代表取締役会長＞ 蛭  間    良  右

取締役  社長執行役員　 ＜代表取締役社長＞        牛  尾    雅  孝　　

取締役　常務執行役員 ＜総務管掌＞ 髙  倉    幹  郎

取締役　常務執行役員 ＜営業管掌＞ 村  松    伸  一

取締役　常務執行役員 ＜生産管掌＞ 染  谷       恒

取締役　常務執行役員 ＜技術管掌 兼 知財室長＞ 伊　藤    嘉  章

常 勤 監 査 役 星　　  利　幸

監 査 役 （社外監査役） 野  崎       晃 　　 

監 査 役 （社外監査役） 鈴  木       充    

５．執行役員の業務分担　　（平成 26 年 6 月 2７ 日付）　

執 行 役 員 ＜岩間工場長 兼 業務室長＞ 伊　藤　   　和

執 行 役 員 ＜営業部長＞ 安　藤　　嘉　則

執 行 役 員 ＜企画部長＞ 望  月     友  博

執 行 役 員 ＜技術部長＞ 斯  波     義  和

以　　上

執 行 役 員 矢  崎     孝  信
＜海外営業部長 兼 宜紙佳
造紙脱水器材貿易(上海)有
限公司総経理＞

執 行 役 員
＜柏工場長 兼 株式会社アイ
ケーサービス取締役社長＞

田  村        茂
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